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競技規則問題 テクニカルオフィシャル審査 ③ 

 

 

 

１  白チームの 11 番がシュートし、黒チームのゴールキーパー1 番がボールをキャッ

チした。ちょうどそのときに自動終了合図があったが、レフェリーは後半がまだ 30

秒残っていることをタイムキーパーに指摘した。すべてのプレーヤーはコートに残

っている。どのようにして競技を再開するか。 

(a) 黒チームのフリースロー 

(b) 黒チームのゴールキーパースロー 

(c) 白チームのフリースロー 

(d) 笛の合図の後に 

(e) 笛の合図なしに 

 

２  競技時間の終了後に、7 m スローを行うことになった。レフェリーは、7 m スロー

の直接の結果を待った。どちらのレフェリーが競技を終了させるか。 

(a) 第 1 レフェリー 

(b) どちらかのレフェリー 

(c) コートレフェリー 

(d) ゴールレフェリー 

 

３  得点を認めた後、レフェリーがその得点を取り消すことができるのは、どの時点  

までか。 

(a) スローオフの笛まで 

(b) 競技の終了合図まで 

(c) タイムキーパーが競技を中断した後の得点は、たとえ次のスローオフの笛を

吹いていたとしても取り消さなければならない 

(d) 得点の取り消しは不可能 
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４  タイムアウトを必ず取らなければならない状況はどれか。 

(a)  2 分間退場 

(b) フリースロー 

(c) パッシブプレー 

(d) 不正交代 

(e) 警告 

(f) スローイン 

 

５  自動終了合図の後にフリースロー（最後の一投）を行うべき状況になった。黒チー

ムの 9 番は正しい位置につき、白チームのゴールへシュートを打とうとしている。

黒チームの 9 番がボールを手から離した瞬間に、タイムキーパーが笛を吹いた。こ

の笛によってゴールキーパーはプレーを止めたため、ボールはゴールの中に入った。

タイムキーパーは「今、コート上で防御を行っている白チームの 7 番は、フリース

ローの実施直前に白チームの 6 番と交代してコートに入場した」と説明した。 

(a) 白チームの 7 番を、2 分間退場とする 

(b) レッドカードを示し、白チームの 7 番を失格とする 

(c) 黒チームの得点 

(d) 黒チームの 7 m スロー 

(e) 笛の合図の後に、黒チームはフリースローを再度実施 

 

６  白チームが得点を決めた。クイックスローオフを行うため、黒チーム 5 番はセン

ターラインに向かってボールを素早くドリブルした。黒チーム 5 番が白チーム 3 番

の前を通り過ぎようとしたとき、白チーム 3 番は開いた片手で黒チーム 5 番からボ

ールを払い落とした。ボールは黒チーム 5 番の足に当たり、センターラインを越え

て相手チームのコート奥まで転がっていった。 

(a) タイムアウト 

(b) 黒チームのスローオフ 

(c) 白チームの 3 番に、段階的罰則を適用 

(d) 白チームのフリースロー 

(e) 白チームの 3 番を、即座に 2 分間退場とする 
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７  競技終了の合図の後にフリースローを行う場合、それぞれのプレーヤーは、どの位

置にいなければならないか。 

(a) スローを行うプレーヤーの味方のプレーヤーは、相手チームのフリースロー

ラインの外側にいなければならない 

(b) スローを行うプレーヤーの味方のプレーヤーは、自陣のコートにいなければ

ならない 

(c) 相手チームのプレーヤーは、スローを行うプレーヤーから 3 m 以上離れる、

あるいは自陣のゴールエリアラインの外側に沿っていなければならない 

(d) スローを行うプレーヤーの味方のプレーヤーは、スローを行うプレーヤーか

ら 3 m 以上離れなければならない 

(e) スローを行うプレーヤーの味方のプレーヤーは、スローを行うプレーヤーと

共に、相手チームのフリースローラインに沿って位置を取ってもよい 

 

８  黒チームの 3 番がシュートを打った。しかし、ボールは誰にも触れられることな

くゴールエリア内の床で止まった。それと同時に、黒チームのチーム責任者がチーム

タイムアウトを請求した。 

(a) タイムキーパーは笛を吹くと同時に時計を止め、黒チームのチームタイムア

ウトをレフェリーに示す 

(b) タイムキーパーは、グリーンカードを黒チームのチーム責任者に戻す 

(c) 黒チームのフリースローで再開する 

(d) 相手チームのゴールキーパースロー 

 

９  後半 25 分 00 秒に、白チームのチーム責任者が、この試合 2 回目のチームタイム

アウトを請求した。後半 29 分 00 秒、同じチームのチーム責任者が 3 回目のチーム

アウトを請求した。 

(a) チームタイムアウトは、有効である 

(b) チームタイムアウトは、無効である 
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１０ 白チームのチーム役員 A は、チームタイムアウトを請求するためにジャッジーズ

テーブルに行き、タイムキーパーの目の前（机の上）にグリーンカードを置いた。タ

イムキーパーがチームタイムアウトの笛を吹く前に、白チームの 9 番はシュートを

打った。黒チームのゴールキーパー12 番がシュートを止め、ボールがゴールエリア

上の空中にあるときに、タイムキーパーがチームタイムアウトの笛を吹いた。 

(a) 白チームはボールを所持していないため、チームタイムアウトを請求する 

ことはできない 

(b) 白チームのチームタイムアウト 

(c) 白チームにグリーンカードを返す 

(d) 黒チームのゴールキーパースローで競技を再開 

(e) 白チームのフリースローで競技を再開 

(f) 黒チームのフリースローで競技を再開 

 

１１ 負傷したプレーヤーを救護するために、レフェリーが白チームに対してコートへ

の入場許可を与えたとき、許されない行為はどれか。 

(a) 相手チームのプレーヤーが、コーチから指示を受けるためにサイドラインの

近くに立つ 

(b) 白チームのプレーヤーが、交代ラインの外側を通って交代する 

(c) コートへ入場した白チームのチーム役員の一人が、負傷したプレーヤーから

遠く離れた所に行き、自チームのプレーヤーに指示を出す 

 

１２ 白チームのゴールキーパー1 番は、黒チームのシュートを止めたことにより、ゴー

ルポストに頭をぶつけ、コート上での治療が必要となった。 

(a) 頭部を負傷したことによる治療であるため、コート上での治療の後、白チー

ム 1 番はそのまま競技を続けることができる 

(b) コート上での治療の後、白チーム 1 番は、自チームが 3 回の攻撃を終えた

後、コートに戻ることができる 
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１３ 競技終了まで残り 3 分。スコアは 21－21 の場面で、黒チームで一番得点を取って

いた 2 番は、不運なことに足首をひねり倒れた。レフェリーは黒チームの 2 番に「プ

レーを続けますか？」と尋ねた。しかし黒チームの 2 番は質問に答えず、床に倒れた

ままであった。そのためレフェリーは競技を中断し、ジェスチャー15 と 16 を示し、

黒チーム 2 番への治療行為のために黒チームに 2 名の入場許可を与えた。しかし黒チ

ームは処置を拒否し、レフェリーが次の行動に移る前に、黒チームの 2 番は競技を続

けるために立ち上がった。 

(a) 黒チームの 2 番は、そのまま競技を続けることができる 

(b) 黒チームの 2 番はコートから出なければならず、自チームが 3 回の攻撃を

終えた後、コートに戻ることができる 

(c) 黒チームのチーム責任者に、段階的罰則を適用する 

 

１４ 白チームの 11 番はコート上でスリップし倒れ、交代地域とは逆のサイドからコー

トの外に出て、広告ボードに頭を打った。レフェリーは速やかに競技を中断し、白チ

ームの 11 番への治療行為のために白チームに入場許可を与えた。20 秒後、白チー

ムの 11 番は競技可能となった。 

(a) 白チームの 11 番はコートの外に横たわり、そこで治療を受けていたので、

そのまま競技を続けることができる 

(b) 白チームの 11 番は速やかにコートから出なければならず、自チームが 3 回

の攻撃を終えた後、コートに戻ることができる 

 

１５ 競技の中断中に黒チームの 14 番は、正しく交代した。しかし、タイムキーパーは

笛を吹き、黒チームの 14 番は記録用紙に記載されていないと説明した。黒チームの

14 番 は、黒チームの 18 番として記録用紙に記載されていることが判明した。 

(a) 黒チームのチーム責任者に、段階的罰則を適用する 

(b) ジャッジーズテーブルの前から、相手チームにフリースローを与える 

(c) 背番号を記録用紙に記載されている通りとし、黒チームの 14 番は、18 番

のユニホームに着替える 

(d) 競技の中断の理由に相応しいスローで競技を再開し、記録用紙にその旨を特

記する 
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１６ 競技の開始時に、白チームは 12 名のプレーヤーしかいなかった。いつもゴールキ

ーパーとしてプレーしている 2 名のプレーヤーは、まだ到着していなかった。そこ

で、白チームは 12 名のコートプレーヤーのうち 1 名をゴールキーパーとし、競技を

開始した。 

(a) 競技の開始時にゴールキーパーとして出場するコートプレーヤーは、1、12、

16 のいずれかの番号で記録用紙に記載されなければならない 

(b) 競技の開始時にゴールキーパーとして出場するコートプレーヤーは、競技

中、コートプレーヤーとして出場することができる 

(c) 遅れてきた白チームのゴールキーパーは、1、12、16 のいずれかの番号で

記録用紙に記載されなければならない 

(d) 遅れてきたゴールキーパーのうち 1 名だけが、コートプレーヤーとして出

場できる 

 

１７ 白チームの 2 番は肘のサポーターなしに、ウォーミングアップをしていた。ゲー

ム開始から 5 分後、白チームがボールを保持した際に、白チームの 2 番は正しく交

代しコート内に入った。そのときレフェリーは、白チームの 2 番が硬い素材部分が

覆われていない肘のサポーターを着用していることに気づいた。 

(a) 硬い素材部分が覆われていない肘のサポーターの着用は許されるので、競技

をそのまま続行する 

(b) レフェリーは競技を中断。白チームの 2 番はコートから去らなければなら

ない。白チームの 2 番は、肘のサポーターを外すか、硬い素材部分を覆うな

ど違反を正すことで、コートに戻ることができる 

(c) レフェリーは競技を中断。白チームの 2 番はコートから去らなければなら

ない。白チームの 2 番は、肘のサポーターを外すことで、コートに戻ること

ができる 

(d) 白チームの 2 番に、段階的罰則を適用する 

(e) 白チームのチーム責任者に、段階的罰則を適用する 

(f) 白チームのフリースローとする 

(g) 相手チームのフリースローとする 
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１８ 競技の開始とともに、白チームの会長は 2 名のチーム役員、トレーナー、そして

コーチとともに交代地域のベンチに腰を下ろした。 

(a) 控えのゴールキーパーは、ベンチの後方で立っていなければならない 

(b) 会長は、交代地域から去らなければならない 

(c) 役員のうち誰か 1 名が、交代地域から去らなければならない 

(d) 記録用紙に記載されていない者はすべて、交代地域から去らなければなら 

ない 

(e) チーム責任者に、段階的罰則を適用する 

 

１９ 白チームのゴールキーパー16 番が負傷したため、白チームの 5 番が代わりを務め

ることになり、ユニホームを着替えた。20 分後、白チームの 16 番は再びプレーで

きるようになり、白チームのチーム役員 A は、白チームの 5 番と交代させた。白チ

ームの 5 番は元のユニホームに着替えた後、スコアキーパーに告げずにコートプレ

ーヤーとして再びコートに入場した。 

(a) 競技規則で認められているので、問題はない 

(b) 相手チームのフリースロー 

(c) 白チームの 5 番を、2 分間退場とする 

(d) （レフェリーはレッドカードを示し）白チームの 5 番を、失格とする 

 

２０ 退場時間が満了する 30 秒前に、白チームの 3 番は競技を妨害することなくコー

ト内に入った。このとき、白チームがボールを所持していた。 

(a) 相手チームのフリースローとする 

(b) 白チームのフリースローとする 

(c) 白チームの 3 番を、新たに 2 分間退場とする。そして、白チームはコート

上のプレーヤーを 30 秒間さらに 1 名減らす 

(d) 白チームの 3 番を、30 秒間退場とする。そして、白チームはコート上のプ

レーヤーを 2 分間さらに 1 名減らす 

(e) （レフェリーはレッドカードを示し）白チームの 3 番を、失格とする。そし

て、白チームはコート上のプレーヤーを 30 秒間さらに 1 名減らす 
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２１ 報告書の作成が必要となるのは、どの罰則か。 

(a)  3 回目の 2 分間退場を判定したことに伴う失格を除くすべての失格 

(b) 注意を除くすべての罰則 

(c) すべての 2 分間退場と失格 

(d) 競技終了前 30 秒間に、相手が明らかな得点チャンスを得ることを妨害する

目的で行った危害を及ぼす行為や、著しくスポーツマンシップに反する行為

に対する失格 

(e) 極めてスポーツマンシップに反する行為による失格 

(f) 競技終了前 30 秒間に、相手が明らかな得点チャンスを得ることを妨害する

目的で行ったすべての段階的罰則 

 

２２ 競技中、レフェリーに話しかけることが許されるのは誰か。 

(a) すべてのプレーヤー 

(b) すべてのチーム役員 

(c) チーム責任者 

(d) チームキャプテン 

 

２３ 黒チームのフリースローライン付近で、白チームがボールを所持していた。タイム

キーパーは競技を中断し、白チームのチーム役員 A から侮辱されたとレフェリーに

説明した。このチーム役員 A の行為は、タイムキーパーしか気づいていない。 

(a) 報告書を作成 

(b) 白チームのチーム役員 A を 2 分間退場とし、報告書を作成する 

(c) 白チームの交代地域の前から、黒チームのフリースローで競技を再開する 

(d) 黒チームのフリースローラインから、白チームのフリースローで競技を再開

する 

 

 

 

 



- 9 - 

２４ 競技中、白チームのチーム役員 A はジャッジーズテーブルのすぐ傍まで繰り返し

近づき、指示を出していた。そうこうするうち白チームのチーム役員 A は、そこか

らレフェリーの判定に抗議したが、場内の騒音でレフェリーは抗議に気づかなかっ

た。 

(a) タイムキーパーは直ちに競技を中断し、チーム役員 A の違反行為をレフェ

リーに知らせる 

(b) タイムキーパーは次の競技の中断まで待ち、チーム役員 A の違反行為をレ

フェリーに知らせる 

(c) 白チームのチーム役員 A に、段階的罰則を適用する 

(d) 罰則は不要 

 

２５ 白チーム 5 番は、前半 7 分 00 秒に 2 分間退場となった。白チーム 5 番は、競

技が再開される前に抗議をしたため、2 分間の退場が追加された。ちょうど 1 分

後、白チーム 5 番はコート内に走り込んできたため、タイムキーパーは笛を吹い

た。白チーム 5 番は不正入場により、（3 回目の 2 分間退場により）失格となっ

た。この判定を受け白チーム 5 番は、レフェリーを侮辱した。 

(a) 白チームはコート上のプレーヤーを 7 分 00 秒から 8 分 00 秒まで 1 名減

らし、8 分 00 秒から 10 分 00 秒まで 2 名減らす。そして、10 分 00 秒

から 11 分 00 秒まで 1 名減らす 

(b) 白チームはコート上のプレーヤーを 7 分 00 秒から 8 分 00 秒まで 1 名減

らし、8 分 00 秒から 11 分 00 秒まで 2 名減らす。そして、11 分 00 秒

から 12 分 00 秒まで 1 名減らす 

(c) 白チームはコート上のプレーヤーを 7 分 00 秒から 8 分 00 秒まで 2 名減

らし、8 分 00 秒から 10 分 00 秒まで 3 名減らす。そして、10 分 00 秒

から 11 分 00 秒まで 2 名減らす 

(d) 白チームはコート上のプレーヤーを 7 分 00 秒から 8 分 00 秒まで 2 名減

らし、8 分 00 秒から 10 分 00 秒まで 4 名減らす。そして、10 分 00 秒

から 11 分 00 秒まで 2 名減らす 

(e) 白チーム 5 番を、報告書を伴う失格とする（レッドカードとブルーカード） 


